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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 7日 (2005.1.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 遊 技 盤 面 上 に 発 射 さ れ た 遊 技 球 が 入 球 可 能 な 入 球 装 置 と 、
　 該 入 球 装 置 に 入 球 し た 遊 技 球 が 通 過 す る 球 通 路 と 、
　 該 球 通 路 の 途 中 に 前 記 入 球 装 置 に 入 球 し た 遊 技 球 を 検 出 す る 検 出 装 置 と 、
　 を 備 え た 遊 技 機 に お い て 、
　 前 記 検 出 装 置 の 下 流 側

　 少 な く と も を 緩 衝 部 材 で 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 弾 球 遊 技 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 入 球 装 置 に 入 球 す る 遊 技 球 の 速 度 を 減 速 さ せ る 減 速
部 を 設 け 、
　 該 減 速 部 の 少 な く と も 一 部 を 緩 衝 部 材 で 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 弾 球
遊 技 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 緩 衝 部 材 と し て 、 低 反 発 性 の 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 又 は 粘 弾 性 ゴ ム を 用 い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 弾 球 遊 技 機 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 遊 技 盤 面 上 に 発 射 さ れ た 遊 技 球 が 入
球 可 能 な 入 球 装 置 と 、 該 入 球 装 置 に 入 球 し た 遊 技 球 が 通 過 す る 球 通 路 と 、 該 球 通 路 の 途 中
に 前 記 入 球 装 置 に 入 球 し た 遊 技 球 を 検 出 す る 検 出 装 置 と 、 を 備 え た 弾 球 遊 技 機 に お い て 、
前 記 検 出 装 置 の 下 流 側

少 な く と も を 緩 衝 部 材 で 構 成 す る こ

の 前 記 球 通 路 内 に 前 記 入 球 装 置 に 入 球 し た 遊 技 球 の 運 動 方 向 を 縦
方 向 か ら 横 方 向 に 変 化 さ せ る 傾 斜 面 を 設 け 、

前 記 傾 斜 面

前 記 入 球 装 置 の 入 口 の 直 上 部 に

の 前 記 球 通 路 内 に 前 記 入 球 装 置 に 入 球 し た 遊 技 球 の 運 動 方 向 を 縦 方
向 か ら 横 方 向 に 変 化 さ せ る 傾 斜 面 を 設 け 、 前 記 傾 斜 面



と を 特 徴 と す る 弾 球 遊 技 機 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 球 通 路 内 に お い て 、 緩 衝 部 材 に よ り 遊 技 球 の 衝 突 に よ る 衝 撃 を 和 ら げ る た
め 、 球 通 路 を 形 成 す る 部 材 の 破 損 を 好 適 に 防 止 す る と 共 に 、 球 通 路 内 で の 遊 技 球 の 跳 ね 返
り を 好 適 に 抑 え 、 遊 技 球 の 流 下 を 円 滑 に す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 破 損 を 防 止 す る た め
の 緩 衝 部 材 を 用 い た こ と に よ っ て 通 常 期 待 さ れ る 上 記 効 果 以 外 に も 、 検 出 装 置 の 下 流 で 遊
技 球 が 球 通 路 に 衝 突 し た と き に 、 検 出 装 置 を 通 過 し た 遊 技 球 が 既 に 通 過 し て き た 領 域 （ 検
出 装 置 の 方 向 ） へ の 跳 ね 返 り を 抑 え 、 再 度 検 出 装 置 に 接 近 さ せ な い よ う に す る た め 、 １ 度
検 出 さ れ た 遊 技 球 が 再 び 検 出 さ れ る と い う チ ャ タ リ ン グ ま で も 防 止 し 、 遊 技 機 の 信 頼 性 を
向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 製 造 面 か ら み て も 、 入 球 装 置 内 部 の 構 造 上 で 遊 技 球 の 跳
ね 返 り を 抑 え る 場 合 に 比 べ 、 緩 衝 部 材 を 用 い た 方 が 入 球 装 置 内 の 設 計 （ 例 え ば 、 球 通 路 の
傾 斜 の 角 度 や 曲 が り の 設 計 等 ） が 容 易 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 「 入 球 」 と は 、 入 球 装 置 に 遊 技 球 が 入 球 す る こ と で あ り 、 広 義 に は 入 賞 又 は 通 過 等 を 含
む も の で あ る 。 従 っ て 、 「 入 球 装 置 」 と は 、 賞 球 の 有 無 や 入 球 後 の 遊 技 球 の 状 況 を 問 わ ず
遊 技 球 が 入 球 可 能 な 装 置 で あ れ ば 良 い 。 例 え ば 、 普 通 電 動 役 物 や 大 入 賞 口 等 の 入 賞 装 置 、
又 は 図 柄 作 動 口 等 の 通 過 装 置 も こ こ に 含 ま れ る 。
　 「 球 通 路 」 と は 、 入 球 装 置 内 で 遊 技 球 が 通 過 す る 領 域 の 他 、 入 球 し た 遊 技 球 を 遊 技 盤 裏
面 へ と 誘 導 す る と き に 遊 技 球 が 通 過 す る 領 域 、 及 び 、 賞 球 数 が 同 一 の 複 数 の 入 賞 口 か ら の
遊 技 球 を 同 一 の 検 出 装 置 で 検 出 す る た め 等 に 、 遊 技 球 を 遊 技 盤 裏 面 で 集 合 さ せ て 誘 導 す る
と き に 遊 技 球 が 通 過 す る 領 域 等 も 含 む も の で あ る 。 こ の 球 通 路 の 一 態 様 と し て は 、 遊 技 球
の 進 路 を 途 中 で 変 更 す る 構 造 で あ る こ と が 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、 下 方 に 流 下 す る 遊 技 球 を
横 方 向 に 変 更 す る 場 合 等 で あ る 。
　 「 検 出 装 置 」 と は 、 入 球 装 置 に 入 球 し た 遊 技 球 を 検 出 す る た め の 装 置 で あ り 、 入 球 装 置
内 の 球 通 路 、 遊 技 球 が 遊 技 盤 裏 面 へ と 誘 導 さ れ る と き に 通 過 す る 球 通 路 、 又 は 遊 技 盤 裏 面
の 球 通 路 等 に 設 置 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 従 っ て 、 入 球 装 置 は そ れ 自 体 に 検 出 装 置 を 備 え
た も の 、 又 は 備 え て い な い も の い ず れ も 含 む も の で あ る 。 検 出 装 置 を 備 え て い な い 入 球 装
置 に お い て は 、 入 球 し た 遊 技 球 は 、 遊 技 盤 裏 面 へ と 誘 導 さ れ る と き 、 又 は 遊 技 盤 裏 面 を 通
過 す る と き に 球 通 路 内 に 設 置 さ れ た 検 出 装 置 に よ り 検 出 さ れ る 構 成 と な る 。 例 え ば 、 検 出
装 置 と し て は ス イ ッ チ 又 は セ ン サ 等 が 好 ま し く 、 検 出 方 法 は 光 学 式 、 接 触 式 等 、 何 れ で も
良 い 。
　 「 少 な く と も 」 と は 、 具 体 的 に は 、 球 通 路 の い ず れ か 一
部 、 複 数 箇 所 、 又 は 球 通 路 全 体 を 緩 衝 部 材 で 構 成 す る こ と を 意 味 す る 。 こ こ で は 、 特 に 検
出 装 置 よ り も 下 流 側 の 遊 技 球 が 衝 突 す る 頻 度 の 高 い 領 域 の 少 な く と も 一 部 を 緩 衝 部 材 で 構
成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 入 球 装 置 に 入 球 す る 遊 技 球
の 速 度 を 減 速 さ せ る 減 速 部 を 設 け 、 該 減 速 部 の 少 な く と も 一 部 を 緩 衝 部 材 で 構 成 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 弾 球 遊 技 機 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 入 球 装 置 に 対 し 外 部 か ら 加 わ る 衝 撃 を 和 ら げ る こ と は 勿 論 、 特 に 入 球 装 置
内 へ の 入 球 前 に 遊 技 球 の 勢 い を 和 ら げ る こ と が で き る た め 、 結 果 的 に 入 球 装 置 内 で の 遊 技
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前 記 傾 斜 面 前 記 傾 斜 面 を 含 め 、

前 記 入 球 装 置 の 入 口 の 直 上 部 に



球 の 衝 突 に よ る 衝 撃 を 緩 和 で き る 。 従 っ て 、 入 球 装 置 の 破 損 を 好 適 に 防 止 す る こ と が で き
る と 共 に 、 入 球 装 置 内 で の 遊 技 球 の 跳 ね 返 り を 好 適 に 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、
従 来 、 遊 技 球 の 衝 突 に よ る 衝 撃 か ら 入 球 装 置 の 破 損 を 防 ぐ た め に 入 球 装 置 の 直 上 部 に 設 け
て い た 遊 技 釘 も 不 要 に で き る 。
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